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・ ９月のドイツのＩｆｏ企業景況感指数（2005年＝100）は５ヶ月連続で悪化（左図）。内訳は、現状判

断が３ヶ月連続、先行き判断が５ヶ月連続でともに悪化した。20日に発表された９月のＰＭＩ指数は、

製造業の落ち込みが緩和、サービス業が業況判断の分岐点を回復するなど、企業心理に好転の兆しも

みられた（右図）。これは、ＥＣＢによる国債購入策の発表やドイツの憲法裁判所でのＥＳＭの合憲

判決を受け、債務危機対応が進展したとの市場心理の改善を反映したもの。だが、実体経済面では、

輸出シェアの４割を占めるユーロ圏景気の下押し圧力が強まっていることに加え、輸出拡大を牽引し

てきた中国景気にも減速の兆しが広がっており、企業心理を持続的に浮揚させるには至っていない。 

・ 業種別の業況判断は、製造業と建設業が一段と悪化、卸売業と小売業は前月から小幅改善したものの、

低調な推移が続いている（表）。別途発表されたサービス業の業況判断は、現状指数が改善が加速し

た一方、先行き指数の改善ペースが鈍化し、業況判断の分岐点に近づいている。製造業を中心とした

輸出関連業種に加えて、卸・小売業やサービス業など内需関連業種にも減速の兆しが広がっている。 

■ドイツ：Ｉｆｏ企業景況感 ■ドイツ：製造業業況判断

出所：Ifo 出所：Ifo、Markit
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■ドイツＩｆｏ企業景況感

2011 2012 2012
4Q 1Q 2Q 3Q 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

企業景況感(総合) 106.9 109.2 107.2 102.3 109.6 109.7 109.7 106.8 105.2 103.2 102.3 101.4

現状指数 116.7 117.0 114.8 111.0 117.4 117.4 117.4 113.2 113.8 111.5 111.1 110.3
先行き指数 97.9 101.9 100.2 94.3 102.3 102.6 102.6 100.7 97.2 95.5 94.2 93.2

業況判断 6.4 10.9 7.0 -2.5 11.6 11.9 11.9 6.1 3.1 -0.7 -2.5 -4.3
製造業 9.4 13.9 10.1 -2.5 14.3 13.9 15.2 10.3 4.7 -2.0 -1.3 -4.2
建設業 -9.3 0.6 -4.7 -7.9 3.3 2.1 -4.0 -5.3 -4.7 -6.7 -7.0 -10.1
卸売業 9.4 12.7 8.4 0.6 14.9 12.7 12.5 7.8 4.9 3.8 -2.1 0.0
小売業 3.2 4.6 2.3 -1.2 3.7 10.5 10.6 -3.8 0.2 5.0 -4.7 -4.0

出所：Ifo  


